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きるようにする社会づくり J であると定義している。だが、 「通常の生活J の具体的な内容についての記載はきわめ
て暖昧である。
一方、ノーマライゼーション思想を 1959 年に世界で最初に法律化したデンマークのパンクミケルセン (N.E.









を正しく適用することを意味している。 J (Nirje 1992 :“Introduction" The normalization prinαiple CENTRE FOR 
HANDICAP RESEARCH, UPPSALA UNIVERSITY ppl6) 
その上で、ノーマライゼーションの捉え方の違いが精神障害者施策の面で日本と北欧で量的格差を生んでいる現状





















場で質問紙(特に自由記述欄)に記載する余裕のある PSW は少ない、 (3)様々な背景を持つ PSW の生の声を捉える
必要がある、などの理由による。
本研究の目的に合致するためには、国公立・民間病院、デイケア、診療所、作業所、生活支援センター、授産施設
といった広範囲の領域で働く PSW への大規模な聞き取りを行う必要がある。そこで、京都の PSW の職能団体であ




調査方法は、半構造面接形式を採用し、 2002 年 3 月から 2002 年 11 月までの聞に、休職者や退職者 (4名)、あ
るいはインタビュー拒否者( 7 名)や連絡の付かなかった者を除いた 117 名にインタビューを行った(回答率 88.6%) 。
記録は筆者のノートと、録音が可能で、あった対象者に関してはトランスクリプション作業を行し、データ化した。
そのデータをもとに整理、分類し、 PSW の語りを、 「精神障害者のノーマライゼーションに関わること J 、 「日
本の精神保健福祉諸制度がかかえている問題J 、 rpsW の援助実践における様々な問題点」、 「変革の可能'性J の




















4 章では、 1 、 2 章で整理した先行研究と、 3 章の実態調査の結果をつきあわせて分析し、 PSW の現状や課題点
について実態調査をもとに考察した。
実態調査から、ベテラン PSW や定評のある地区の PSW の実践には、ある共通の「流れ」があることが明らかに
なった。そしてその「流れ」を再構成することにより、精神障害者のノーマライゼーションを模索する PSW が、以
下に挙げるような 15 段階のステップ」を踏んでいることを見出した。
























所・授産施設の PSW、だけでなく、③地域の多機関をつなぐ自由裁量を持つ「つなぎ役」の PSW (例えば保健所






の 1 つ 1 つを改善することは、 PSW が本来の役割を担うための前提条件であり、ひいては精神障害者のノーマライ
ゼーションを進めるための必要不可欠な課題と言える。
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京都府における 117 名の PSW に対するインタビュー調査から得られた結果を当事者の視点でまとめ、精神障害者
支援のあり方を明らかにした著者独自の発見は、ソーシヤルサービス論に新しい地平を切り拓くものであり、博士号
授与に値すると評価しうる。
